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2023/02/13実施 ©早稲田予備校 
 

早稲田大学 国際教養学部 英語 講評 
 

出題形式 

試験時間 

特徴･その他 

マーク･記述併用 

Reading:90分 Writing:60分 

Reading については、Ⅰは政治哲学の内容で、文章の難易度が高く、時間を消費しやすい。Ⅱは

文章は比較的読みやすいが、(３)に精読を正確に行わないと間違えやすい選択肢がいくつか含

まれている。Ⅲは文章の難易度はⅠほど高くなく、(１)と(２)は比較的答えやすいが、(３)の

２が難易度が高い語彙問題である。時間の制約が厳しい中で、文章のほとんどを読まなければ

問いに十分に答えられなくなっており、同時に特に選択肢の正誤の判別においては、正確な読

解も要求される。Writingでは、Ⅰは、身近な問題であるという点では書きやすい。多くの受験

生にとって書きやすい問題だと思われるので、自分の立場について理由をわかりやすく述べて、

文法と語法のミスなくまとめることが重要である。Ⅱは、２つのグラフと２つの質問があり、

さらにグラフの数値の読み取りを行いながら、２つの質問に答えなければならないので、難易

度は高めである。Ⅲは比較的難易度が高い語彙も含まれるが、文章の難易度は標準的である。 

 

〔大問別講評〕Reading 

番号 出題内容 コメント 難易度 
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Ⅲ 

長文問題 

 

 

 

 

 

 

 

長文問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長文問題 

ミルの｢自由論｣からの出題で、政治哲学の内容であるため、文章の難易度

は高い。(１)は I の選択肢が本文に直接書いていない内容であるため、ど

の段落に対応するかわかりにくい。また、(２)は、(Ｄ)の選択肢が本文と

選択肢の表現がかなり異なるので、これが本文の内容と一致することがわ

かりにくくなっている。(３)は、問題１から５のすべておいて正反対の意

味を表す二つの選択肢がある。このような場合は、そのうちの一つが正解

であることが多いので、これに着目すると答えやすくなるだろう。 

 

(１)と(２)は国際教養学部のレベルとしては、標準的な難易度。(２)３の

spontaneous の意味は、文脈に注意。(３)は、紛らわしい選択肢がいくつか

あり、誤答を導きやすい。例えば、本文の内容と一致するＤは、本文の表現

と選択肢の表現が大幅に異なる。第６段落最終文の rings と ring-

chromosome(これは染色体の一種)は異なるものであることに注意。この文

では McClintock の予想通りの結果が出ていたことが述べられている。実際

に ring-chromosome を初めて見た時の驚きは、最終段落最終文に述べられ

ている。本文の内容と一致しないＨは、しっかり精読をしないとこれが本

文に一致すると考えやすい。 

 

(１)は迷う選択肢が比較的少ないという点では取り組みやすい。(２)も本

文の趣旨から明らかに間違っているか、明らかに記述がない選択肢があり、

それほど難しくはない。(３)の２は dig には investigate とほぼ同様な意味

があるので(｢オックスフォード米語辞典｣に、dig の定義の一つとして、

conduct an investigation とある)、答えがＡの digging かＢの investigating か

については、roots とのつながりも考えなければならないという難易度が高

い問題である。普段から多義語に目配りすることが有効である。 

難 

 

 

 

 

 

 

 

やや難 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準 
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〔大問別講評〕Writing 

番号 出題内容 コメント 難易度 

Ⅰ 
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Ⅲ 

自由英作文問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由英作文問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

大意要約問題 

｢ドッジボールを日本のすべての学校で禁止すべきか｣という身近な問題に

ついての出題なので、その点では取り組みやすいだろう。｢禁止すべきでな

い｣という立場に立てば、ドッジボールの良さまたは禁止すべきであるとい

う立場の主張に対する反論を書けばよいので、比較的書きやすいだろう。

自分の立場の理由付けをわかりやすく示し、文法及び語法の間違いがない

ように書くことが重要である。さらに、間違いが生じたり不自然な英語に

ならない限度で、構文を複雑にしたり、難易度が高い単語や熟語を使って、

英語力をアピールすると良いだろう。 

 

まず２つのグラフの数値を読み取り、主な類似点と相違点を上げて、次に

このような２つの異なった形でデータを示すことの利点を述べる必要が

ある。最初に主な｢類似点｣と｢相違点｣、次に｢利点｣を述べていることがは

っきりわかるように書いて、問いに答えていることを明確に示すとよい。

前半のグラフの数値の類似点と相違点と後半の利点が関連性を持つよう

に答えると、２つの質問の関連性を理解していることを示すことができる

だろう。もっとも、解答スペースには限りがあるので、簡潔に説明する必

要がある。 

 

トンガの海底火山が大規模な爆発を起こしたこと及び提言の内容を書く

ことは必須であろう。また、太平洋南西部に同様の爆発を起こす可能性が

ある火山があることが提言の内容に関連するので、これも含めるとよい。

さらに、マグマと海水の相互作用によって繰り返し爆発が起こったことに

ついて２段落にわたる説明があり、その上で最終段落ではこれを踏まえて

提言が行われたことが述べられているので、これも解答に含めるとよいだ

ろう。 

標準 
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標準 

 


